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自
動
車
産
業
は
大
き
な
変
革
の
時
代
を
迎
え
て

い
ま
す
。
新
時
代
の
ク
ル
マ
の
ト
レ
ン
ド
と
し
て

次
の
４
要
素
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
コ
ネ
ク
テ
ィ
ッ

ド
カ
ー
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
）、
自
動
運
転
、

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
（
共
有
）、
電
動
化
。
英
語
の
頭

文
字
を
と
っ
て
「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」
と
表
し
ま
す
が
、

国
内
で
一
番
難
し
い
取
り
組
み
が
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
（
相
乗
り
）
で
す
。

　
自
動
車
を
貸
し
出
す
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
対

し
、ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
、自
家
用
車
の
空
き

座
席
を
利
用
し
た
い
個
人
に
提
供
し
ま
す
。
日
本

で
は「
白
タ
ク
」
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

交
通
手
段
が
な
い
過
疎
地
で
は
特
例
で
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
京
都
府
の
丹
後
町（
京
丹
後
市
）
で
は

世
界
最
大
手
の
米
ウ
ー
バ
ー
の
配
車
シ
ス
テ
ム
を

導
入
。
実
際
利
用
す
る
と
便
利
で
す
が
、
既
存
の

タ
ク
シ
ー
業
界
か
ら
は
強
い
反
発
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
後
自
動
運
転
化
が
進
む
と
車
を
所

有
す
る
意
味
が
薄
れ
て
き
ま
す
。
乗
り
た
い
と
き

に
乗
っ
て
移
動
す
る
と
い
う
時
代
に
な
っ
て
か
ら

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
制
度
を
整
え
る
の
で
は
な
く
、

今
の
う
ち
か
ら
緩
や
か
に
移
行
し
た
ほ
う
が
い

い
。日
本
企
業
が
世
界
で
生
き
残
る
た
め
に
は「
Ｃ

Ａ
Ｓ
Ｅ
」
は
避
け
て
通
れ
な
い
の
で
す
。

　
一
方
、
米
国
、
中
国
な
ど
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
先
行
国
で
は
、
渋
滞
、
長
時
間
労
働
、
事
件
発

生
な
ど
問
題
が
顕
在
化
。
国
内
で
は
、
タ
ク
シ
ー

業
界
な
ど
の
雇
用
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
課
題
も

あ
り
ま
す
。
今
回
の
研
究
で
は
米
中
な
ど
４
カ
国

と
日
本
の
制
度
や
影
響
を
比
較
分
析
し
、
経
済
効

率
も
考
慮
し
な
が
ら
、
日
本
の
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
提
言
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
自
動
車
産
業
の
ほ
か
に
、
電
機
産
業
、
医
薬
品

産
業
に
興
味
を
も
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
日

本
を
支
え
る
基
幹
産
業
で
雇
用
者
も
多
く
波
及
効

果
も
大
き
い
。
担
当
す
る
「
産
業
技
術
論
」
の
授

業
で
は
産
業
政
策
と
産
業
の
時
系
列
動
向
か
ら
、

日
本
企
業
が
今
後
も
発
展
し
続
け
る
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
、
学
生
と
と
も
に
読
み
解
い
て

い
ま
す
。

変革の時代のライドシェアリング

中
村
　
吉
明

経
済
学
部
教
授

科
研
費
採
択
研
究
か
ら

（
な
か
む
ら
・
よ
し
あ
き
）
東
京
工
業
大
学
大
学
院

博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
学
術
）
。
経
済
産
業
省
で
産

業
政
策
を
幅
広
く
担
当
。
近
著
に
『
Ａ
Ｉ
が
変
え
る

ク
ル
マ
の
未
来
｜
自
動
車
産
業
へ
の
警
鐘
と
期
待
』。

　
法
学
研
究
所
（
前
川
亨
所

長
）
の
「
学
生
と
市
民
の
た

め
の
公
開
講
座
｜
現
場
か
ら

の
法
律
学
・
政
治
学
（
Ⅲ
）」

（
全
３
回
、
法
学
部
共
催
）

が
10
〜
12
月
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

　
政
治
、
法
律
、
行
政
の
第

一
線
で
活
動
す
る
実
務
家
か

ら
問
題
点
を
聞
き
、
討
論
を

通
じ
て
解
決
の
糸
口
を
探
る

企
画
の
第
３
弾
。
第
１
回
は

森
川
幸
一
法
学
部
教
授
（
国

際
法
）
が
案
内
役
を
務
め
、

多
国
間
条
約
交
渉
の
現
場
に

つ
い
て
、
外
務
省
国
際
法
局

国
際
裁
判
対
策
室
長
の
長
沼

善
太
郎
氏
が
語
っ
た
。

　
長
沼
氏
は
昨
年
ま
で
Ｂ
Ｂ

Ｎ
Ｊ（
公
海
・
深
海
底
の
生
物

多
様
性
の
保
全
と
持
続
可
能

な
利
用
に
つ
い
て
の
国
際
会

議
）
準
備
委
員
会
で
日
本
政

府
の
代
表
団
長
を
務
め
た
。

　
講
座
で
は
新
た
な
協
定
づ

く
り
が
始
ま
っ
た
背
景
と
論

点
を
解
説
。
な
か
で
も
「
深

海
底
か
ら
医
薬
品
の
原
料
と

な
る
微
生
物
な
ど
の
遺
伝
資

源
が
見
つ
か
っ
た
場
合
に
そ

の
利
益
を
ど
う
取
り
扱
う

か
」
は
難
し
い
論
点
だ
と
指

摘
。「
人
類
の
共
同
財
産
と

し
て
利
益
配
分
を
期
待
す
る

途
上
国
側
と
、
現
実
味
が
薄

い
と
難
色
を
示
す
先
進
国
側

の
主
張
に
は
隔
た
り
が
あ

る
。
日
本
は
産
業
界
や
科
学

者
の
助
言
を
生
か
し
、
科
学

に
基
づ
い
た
説
得
力
あ
る
発

第
66
回
教
育
学
会

　
小
中
高
校
の
教
員
ら
教
育

に
関
わ
る
卒
業
生
で
つ
く
る

「
専
修
大
学
教
育
学
会
」

（
会
長

佐
々
木
重
人
学

長
）
の
第
66
回
大
会
が
11
月

23
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
た
。
会
員
を
は
じ

　
国
際
法
の
専
門
家
と
し
て

長
年
、
大
学
院
で
海
上
自
衛

隊
幹
部
候
補
生
を
指
導
し
て

き
た
と
し
て
、
法
学
部
の
森

川
幸
一
教
授
が
海
上
幕
僚
長

生
徒
と
の
関
わ
り
方
学
ぶ

国
際
法
教
育
に
尽
力

森
川
教
授
に
感
謝
状

海
上
自
衛
隊

実
務
家
招
き
教
員
と
討
論

法
学
研
究
所
公
開
講
座

国際法について話す森川教授（右）と長沼氏

か
ら
感
謝
状
を
贈
ら
れ
た
。

　
森
川
教
授
は
国
際
法
、
海

上
保
安
法
制
な
ど
が
専
門
。

15
年
前
か
ら
、
大
学
院
法
学

研
究
科
に
社
会
人
入
学
し
た

隊
員
を
指
導
。
ま
た
法
務
面

で
も
海
自
と
意
見
交
換
し
て

い
る
。
11
月
22
日
に
都
内
で

贈
呈
式
が
あ
っ
た
。

　
大
学
院
経
済
学
研
究
科

（
遠
山
浩
研
究
科
長
）
の
政

策
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日

本
の
財
政
の
行
方
｜
破
綻
は

避
け
ら
れ
る
か
」
が
10
月
30

日
、
約
70
人
が
参
加
し
て
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

た
。
財
政
を
研
究
分
野
と
す

る
外
部
の
専
門
家
２
氏
と
経

済
学
研
究
科
の
教
員
が
日
本

の
財
政
を
健
全
化
す
る
た
め

の
方
策
を
話
し
合
っ
た
。

　
基
調
講
演
し
た
一
橋
大
学

名
誉
教
授
の
田
近
栄
治
氏
は

社
会
保
障
関
係
費
の
構
造
的

な
問
題
点
を
論
じ
た
。

　
現
状
は
高
齢
者
医
療
・
介

護
の
給
付
費
の
５
割
が
税
財

源
で
賄
わ
れ
て
い
る
が
、
団

塊
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な

る
２
０
２
５
年
以
降
は
一
気

に
額
が
膨
ら
む
。「
国
が
ど

こ
ま
で
負
担
す
る
の
か
、
合

理
的
に
予
算
管
理
し
な
い
と

も
た
な
い
。
年
金
制
度
に
導

入
し
た
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ

ド
（
経
済
や
人
口
の
動
向
に

合
わ
せ
給
付
水
準
を
自
動
的

に
調
整
す
る
）
の
よ
う
に
、

社
会
保
障
給
付
費
に
も
速
や

か
に
新
た
な
仕
組
み
を
」
と

訴
え
た
。

　
パ
ネ
ル
討
論
は
櫻
井
宏
二

郎
教
授
が
司
会
・
進
行
を
務

め
、
法
政
大
学
経
済
学
部
教

授
の
小
黒
一
正
氏
、
原
田
博

夫
、
鈴
木
将
覚
両
教
授
が
短

く
講
演
し
た
あ
と
田
近
氏
を

交
え
て
議
論
し
た
。
財
務
省

出
身
の
小
黒
氏
は
「
医
療
版

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
診

療
報
酬
に
導
入
す
る
こ
と
を

提
言
し
た
。
患
者
の
自
己
負

担
率
引
き
上
げ
で
な
く
、
病

院
や
薬
局
な
ど
が
受
け
取
る

診
療
報
酬
を
調
整
す
る
ほ
う

が
国
民
福
祉
に
か
な
い
、
医

療
財
政
の
安
定
に
つ
な
が
る

と
し
た
。

　
原
田
教
授
は
地
方
財
政
の

問
題
点
を
取
り
上
げ
た
。

「
地
方
交
付
税
交
付
金
が
既

得
権
益
と
化
し
、
議
論
も
な

く
固
定
化
し
て
い
る
」
と
し

て
、
地
方
の
歳
出
の
縮
減
や

税
制
・
財
政
構
造
の
改
革
を

主
張
し
た
。

　
鈴
木
教
授
は
政
府
の
新
し

い
財
政
健
全
化
目
標
「
25
年

度
の
基
礎
的
財
政
収
支
（
Ｐ

Ｂ
）
の
黒
字
化
」
に
つ
い

て
、「
安
倍
政
権
は
25
年
度

に
Ｐ
Ｂ

０
と
い
う
目
標
を

立
て
て
い
る
が
、
ゼ
ロ
で
は

政
府
債
務
は
減
ら
ず
先
送
り

す
る
だ
け
」
と
指
摘
。
日
本

政
府
へ
の
信
頼
を
維
持
す
る

た
め
、
増
税
と
歳
出
削
減
の

必
要
性
を
強
調
し
た
。

信
を
す
る
こ
と
が
重
要
だ
」

と
述
べ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
森
川
教
授

は
既
存
の
条
約
と
の
関
係

や
、
米
中
露
の
大
国
が
新
協

定
交
渉
で
ど
の
よ
う
な
立
場

を
取
っ
て
い
る
の
か
問
い
か

け
「
先
進
国
も
一
枚
岩
で
は

な
い
。
途
上
国
、
開
発
派
、

環
境
保
護
派
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
み
、
実

効
性
の
あ
る
条
約
を
つ
く
る

の
は
大
変
な
作
業
だ
」
と
思

惑
が
絡
み
合
う
国
際
政
治
の

複
雑
さ
を
説
明
。
会
場
か
ら

質
問
が
続
い
た
。

11
月
10
日
の
第
２
回
で

は
、
窃
盗
常
習
事
件
に
関
す

る
量
刑
と
責
任
能
力
の
判
断

に
つ
い
て
、
弁
護
士
と
稲
垣

悠
一
法
科
大
学
院
准
教
授

（
刑
事
法
）
が
討
論
し
た
。

12
月
８
日
の
第
３
回
は
、

公
共
施
設
の
跡
地
利
用
と
市

役
所
窓
口
業
務
改
革
に
つ
い

て
、
東
京
都
八
王
子
市
職
員

と
鈴
木
潔
准
教
授
（
行
政

学
）
が
討
論
し
た
。

め
、
教
職
課
程
を
履
修
す
る

学
生
な
ど
３
０
５
人
が
出

席
。
村
松
励
人
間
科
学
部
教

授
に
よ
る
講
演
、
会
員
に
よ

る
実
践
報
告
と
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、

児
童
、
生
徒
と
の
関
わ
り
方

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

　
犯
罪
心
理
学
、
非
行
臨
床

を
専
門
と
す
る
村
松
教
授

は
、「
生
徒
の
問
題
行
動
の

理
解
と
指
導
」
を
テ
ー
マ
に

現
代
型
非
行
に
つ
い
て
解
説

し
た
。

　
非
行
を
犯
し
た
少
年
や
そ

の
家
族
の
心
理
的
援
助
に
取

り
組
む
非
行
臨
床
の
経
験
を

伝
え
、「
複
雑
な
時
代
を
生

き
る
子
ど
も
た
ち
や
家
族
と

日本財政の健全化探る
政策科学シンポ 専門家ら多角的に議論

パネル討論で意見を交わす４人

接
す
る
現
在
の
先
生
方
は
、

常
に
学
ぶ
姿
勢
を
持
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。『
現
場
か

ら
逃
げ
な
い
』
と

い
う
気
持
ち
が
大

事
。
ま
た
、
経
験

し
た
こ
と
を
後
輩

に
伝
え
て
い
く
こ

と
も
重
要
だ
」
と

話
し
た
。

　
実
践
報
告
の
テ

ー
マ
は
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

変
化
に
伴
う
教
育

現
場
の
対
応
」。

綾
瀬
市
立
落
合
小

学
校
教
諭
の
陸
野

絵

美

氏
（

平

26

商
）、
練
馬
区
立

大
泉
学
園
中
学
校
教
諭
の
伊

藤
大
智
氏
（
平
27
ネ
ッ
ト
情

報
）
、
専
大
附
属
高
校
教
諭

の
杉
山
比
呂
之
氏
（
平
17

文
）
が
、
小
中
高
校
の
三
つ

の
現
場
か
ら
子
ど
も
の
変
化

や
ク
ラ
ス
運
営
の
手
法
、
学

校
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介

し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
学
生
が
積
極
的

に
質
問
し
、
現
役
の
先
生
方

の
ア
ド
バ
イ
ス
に
耳
を
傾
け

た
。

村
松
教
授
の
講
演
を
会
員
、
学
生
ら

が
熱
心
に
聴
講
し
た

訃　
　

報

金
城
辰
夫
氏
（
き
ん
じ
ょ
う

・
た
つ
お
）
名
誉
教
授
。
元

文
学
部
教
授

　
８
月
31
日
、
87
歳
で
死

去
。
１
９
６
７
年
か
ら
２
０

０
１
年
ま
で
在
職
。
専
門
は

学
習
心
理
学
。

高
木
侃
氏
（
た
か
ぎ
・
た
だ

し
）
大
学
史
編
集
主
幹
。
元

法
学
部
教
授

11
月
22
日
、
76
歳
で
死

去
。
２
０
０
２
年
か
ら
２
０

１
２
年
ま
で
在
職
。
専
門
は

日
本
近
代
法
史
。
著
書
に

『
三
く
だ
り
半
と
縁
切
寺
』

な
ど
。

　
本
年
度
末
で
14
教
員
が
定
年
退
職
さ
れ

ま
す
。
最
終
講
義
を
行
う
の
は
次
の
方
々

で
す
。
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

（
12
月
14
日
現
在
）

最
終
講
義
の
ご
案
内

出
口
正
義

法
学
部
教
授
　

１
月
７
日（
月
）13
時
５
分
〜

神
田
３
０
２
教
室

田
口
冬
樹

経
営
学
部
教
授

１
月
10
日（
木
）
10
時
45
分
〜

生
田
５
２
８
教
室


